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高校を離れた後も孤立させず、相談から学び・居場所・自立支援へつなぐ

状況を把握

高校退学後は実態や支援ニーズ
を把握しにくい

→
質問する

高校連携・ひきこもり・学びの
選択肢を確認

→
市の答え

高校との情報共有と相談支援体
制を構築

→
次を確認

支援先への接続と高校生の実績
を確認

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

高校は県所管で市との接点が限られ、退
学後は本人の実態や必要な支援を把握し
にくく、孤立が深まるおそれがあります。

質問

高校生の不登校への認識、ひきこもり調
査、高校との連携、フリースクール等の
学びと社会との接点づくりを確認しまし
た。

市の答え

市内高校との情報共有と相談支援体制を
構築し、個別状況に応じ、福祉支援や地
域資源へつなぐ考えを示しました。

最重要の到達点 相談対応だけで終わらせず、本人に合う学び・居場所・福祉支援などの選択肢へ切れ目なくつなぐこ
と

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

実態調査 把握86人。40～59歳37人、20～39歳20人。家族調査では5年以上15人、不登校を契機とする回答11人

高校との連携 市内高校を訪問し、市と6校の既存包括連携協定に基づく担当者会議で、定期的な情報共有を求める

学びの選択肢 小中学生の利用料補助対象は市内1施設。新規開設を積極支援し、高校生世代のニーズと支援策を検討

当時の課題 退学後の把握、具体的な支援先への接続、高校生向けフリースクール、認定基準と新規参入を継続確認

議事にある具体事項 認定要件の緩和や新規参入しやすい環境は議員の要望であり、市の決定ではない。高校生世代の相談実績や支援策は確認
途上

※ここまでが令和7年3月定例会で確認した当時の内容です。 出典：日田市議会 令和8年6月定例会／日田市ひきこもり実態調査／日田市「ひたポル」（2026年9月5日確認）
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その後の進捗

2026年6月の一般質問後に確認できる制度・政策・実績の変化です。質問との因果関係を示すものではありません。

ひたポルが開設 2026年9月1日、ひきこもり状態にある本人と家族の相談・居場所「ひたポル」が開
設されました。年齢制限はありません。

相談から地域資源へ 安心して過ごせる場、相談、支援・地域情報、家族交流を提供し、希望に応じ医療・
福祉・就労等の関係機関へつなぎます。

高校生専用ではない ひたポルは高校生不登校に特化した施設ではありません。高校生年代の利用数や具体
的な支援先への接続実績は未確認です。

次に確認すること 高校との定期的な情報共有、高校生年代の相談・利用・接続実績、学びや居場所の選
択肢、認定基準と運営支援を確認します。

出典：日田市議会 令和8年6月定例会／日田市ひきこもり実態調査／日田市「ひたポル」（2026年9月5日確認）


